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⑳
眞
盛
上
入
御
傳
記
集
　
　
　
牧
野
信
之
助
編
著

　
本
書
の
編
纂
由
來
は
後
記
に
糠
れ
ば
、
編
者
が
滋
賀
縣
滞
在
中

に
亡
は
れ
た
御
長
男
の
邉
善
の
爲
め
、
．
同
地
滞
在
中
最
も
深
い
感

化
を
受
け
た
眞
盛
上
人
御
傳
記
集
を
版
行
し
て
少
し
で
も
多
く
上

人
の
逡
悌
を
世
間
に
弘
め
た
い
と
の
願
を
以
て
編
ま
れ
た
と
の
事

で
あ
る
。
飯
時
編
者
は
滋
賀
縣
史
編
纂
の
飴
暇
を
着
て
坂
本
西
教

寺
を
訪
ひ
上
人
の
行
蹟
を
心
ゆ
く
ま
で
騰
得
し
、
こ
の
下
僧
を
通

じ
て
限
6
な
き
法
挽
に
浸
る
事
の
禺
來
た
の
を
第
…
の
幸
と
し
た

と
語
ら
れ
る
。
こ
の
敬
慶
の
情
が
亡
は
れ
し
愛
子
を
慕
ふ
心
に
よ

っ
て
深
め
ら
れ
た
も
の
が
本
書
を
貫
ぬ
く
「
精
紳
で
あ
る
。
巻
頭

に
澤
庵
の
西
教
寺
を
詣
で
た
折
の
一
宇
「
西
方
行
者
卜
斯
出
、
不
断

樽
名
日
夜
閑
、
永
鳥
樹
林
皆
念
佛
、
見
來
安
養
在
人
聞
」
が
掲
げ
ら

れ
る
が
、
こ
の
水
鳥
樹
林
皆
念
佛
の
語
こ
そ
本
書
編
纂
の
各
方
面

に
簸
て
抱
か
れ
た
儒
で
あ
ら
う
。
各
頁
に
見
ら
る
・
周
到
の
用
意

に
斯
る
内
容
を
も
る
に
適
は
し
い
敬
度
の
情
が
感
ぜ
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
第
十
山
ハ
巻
・
第
ご
號
　
　
　
一
二
一
二
〇

　
内
容
は
前
後
二
編
に
分
亙
れ
，
前
編
は
上
人
と
法
語
、
史
料
及

び
年
表
と
し
、
最
初
に
人
と
し
て
の
鼠
盛
上
人
の
一
編
を
以
て
上

人
の
面
呂
を
傳
へ
、
次
で
法
語
、
実
料
（
御
濡
息
讃
語
等
）
年
表
（
略

年
表
及
参
考
年
表
）
を
牧
め
る
。
後
編
は
御
尋
記
集
と
し
て
（
一
）

虞
盛
上
人
鈴
生
傳
記
、
（
｝
一
）
圓
戒
國
師
糟
詞
傳
、
（
三
）
眞
盛
上
人

別
離
、
（
四
）
西
教
寺
中
興
眞
盛
上
露
傳
、
（
五
）
西
敏
寺
中
興
圓
戒

國
師
和
解
傳
を
編
纂
す
る
外
に
挿
入
寛
…
眞
世
、
一
葉
を
載
せ
る
。
美

濃
断
腸
の
子
（
？
）
の
情
趣
豊
か
な
傳
詩
集
（
全
集
と
云
っ
て
も
よ

い
）
で
あ
る
。
史
料
、
博
記
に
簸
て
は
詳
述
の
飴
裕
を
有
た
な
い
。

た
掌
土
人
の
面
目
を
傳
ふ
る
最
初
の
一
論
文
を
紹
介
し
て
全
艦
に

代
へ
た
い
。

　
此
論
文
に
於
け
る
編
者
の
態
度
は
先
づ
上
人
を
教
化
者
と
し
て

見
る
事
、
邸
ち
混
蹴
の
時
代
に
於
け
る
上
人
の
遊
撃
救
濟
の
事
蹟

を
見
る
の
で
あ
る
。
人
と
し
て
の
耳
垂
が
此
機
の
方
面
よ
り
見
て

よ
り
善
く
顯
暢
さ
る
、
は
申
す
ま
で
も
な
い
。
叉
歴
史
家
と
し
て

正
し
き
態
度
で
あ
る
。
（
勿
論
斯
く
云
ふ
は
教
義
を
顧
み
ぬ
と
云
ふ

の
で
な
い
。
そ
れ
を
基
礎
と
し
て
、
そ
の
魔
會
に
於
け
る
脚
質
の

方
面
を
見
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
）
鞭
っ
て
侍
代
を
考
察
し
て
心

（　16・1　）



敬
呈
都
の
ひ
と
り
ご
と
に
よ
り
長
明
の
方
丈
記
と
饗
比
し
、
上
人

の
出
現
を
要
求
し
た
時
代
の
姿
を
見
て
み
る
。
此
虚
で
方
丈
記
と

ひ
と
り
㌔
．
」
と
の
時
代
を
機
械
的
に
封
比
す
る
事
は
避
け
ね
ば
な
ら

ぬ
し
、
叉
鎌
倉
初
期
の
宗
教
改
革
が
此
時
に
第
二
の
改
革
を
必
要

と
し
た
事
情
に
就
い
て
興
味
あ
る
問
題
が
含
ま
れ
て
み
る
が
然
し

そ
れ
は
此
論
文
の
當
面
す
る
問
題
で
は
な
い
。
次
に
上
人
の
各
方

面
に
於
け
る
教
化
の
事
蹟
を
特
に
公
卿
、
日
記
に
よ
の
皇
室
と
の
問

題
を
顯
揚
さ
れ
た
事
を
多
と
す
る
。
倫
上
人
の
戒
律
観
、
從
っ
て
其

無
欲
に
就
い
て
注
意
す
べ
き
記
事
が
あ
り
其
鮎
明
恵
上
人
（
上
人

も
亦
編
者
の
崇
敬
措
か
ざ
る
方
で
あ
る
）
と
の
つ
な
が
り
を
見
て

ゐ
ゐ
。
が
、
最
後
に
建
如
と
の
比
較
は
感
概
深
き
も
の
が
あ
る
。

山
科
に
本
願
寺
王
國
を
贈
齢
し
其
追
從
者
の
門
に
一
向
一
揆
を
景

獲
す
る
に
至
っ
た
蓮
如
と
、
一
油
煙
の
嵜
進
を
す
ら
佛
の
意
志
に

よ
り
聴
く
る
事
・
を
頼
み
叉
其
聴
法
者
の
間
に
自
殺
者
の
彫
出
し
た

眞
盛
と
、
爾
者
の
封
比
は
宗
教
の
乱
言
性
を
考
ふ
る
上
に
根
本
問

題
を
含
む
。
宗
教
的
世
界
の
實
現
意
企
は
何
等
か
の
形
で
現
世
界

の
秩
序
と
の
摩
擦
を
絆
は
す
に
は
み
ら
れ
な
い
。
そ
れ
が
武
器
を

執
っ
て
克
服
す
る
態
度
に
出
る
か
或
は
自
殺
の
如
き
の
形
で
自
ら

　
　
　
　
　
紹
　
　
　
介

現
世
的
秩
序
よ
り
退
く
か
各
人
の
氣
稟
に
も
よ
る
で
あ
ら
う
が
，

爾
戒
律
を
守
り
行
ひ
澄
ま
す
入
に
聖
な
る
も
の
を
感
じ
る
群
遊
云

ひ
斎
い
の
で
あ
る
。
（
此
事
は
榮
西
と
道
元
と
に
就
て
も
考
へ
ら
れ

う
る
で
あ
ら
う
。
）

　
備
本
書
編
纂
中
編
者
は
御
次
男
と
令
弟
を
一
月
の
中
に
亡
干

れ
、
本
書
が
痴
人
の
供
養
と
も
な
る
事
を
追
記
さ
れ
る
。
私
は
當

酵
種
々
お
話
を
承
っ
た
。
今
感
慨
を
新
に
し
て
此
　
書
を
人
々
に

奨
め
る
。
上
人
の
遣
風
の
よ
り
多
く
志
津
さ
る
エ
事
は
邸
ち
國
民

の
精
紳
的
生
活
を
豊
に
す
る
事
で
あ
り
、
岡
麓
に
編
者
の
所
願
で

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
（
定
償
三
、
五
〇
、
三
秀
舎
登
費
）
〔
藤
〕

　
　
鱒
手
島
堵
庵
全
集

　
手
島
堵
庵
の
著
書
は
そ
の
生
前
よ
り
残
後
に
及
ん
で
博
く
世
に

常
詰
し
且
つ
そ
の
こ
と
が
比
較
的
新
し
い
臨
代
の
こ
と
に
属
す
る

の
で
今
日
之
を
坊
間
に
求
め
る
こ
と
必
ず
し
も
さ
ま
で
困
難
で
は

な
く
、
ま
た
そ
の
等
差
な
る
も
の
は
明
治
以
後
幾
度
も
活
字
に
翻

刻
さ
れ
て
何
慮
に
於
い
て
も
容
易
に
見
る
こ
と
が
出
漁
る
が
、
中

に
當
時
多
く
施
本
と
し
て
役
が
道
話
の
聴
衆
に
頒
た
れ
た
一
枚
欄

や
小
冊
子
襟
の
も
の
は
、
そ
れ
が
瓢
虫
心
畢
に
於
い
て
多
く
用
ひ

　
　
　
　
　
　
第
十
轟
ハ
ぬ
0
　
第
二
號
　
　
　
一
二
三
一

（　lt｝5　）


